

















































山田 (1908･1936)の (喚体)概念を継承的に検討する研究として尾上 (1998)があげられる｡尾
















そこでは､一語文を大きく｢言語場依存的な一語文｣､と ｢独立的一語文｣((メモ ･列記 ･表題))に
分けている｡そして､さらに ｢言語場依存的な一語文｣を､｢現場依存一語文｣と ｢文脈依存一語文｣
に分けた｡



























































｢おかあさ-ん!｣ - 希求対象物 (存在するもの)




































場依存的な一語文｣､と ｢独立的一語文｣((メモ ･列記 ･表題))に分け､さらに ｢言語場依存的な一
語文｣を､｢現場依存一語文｣と ｢文脈依存一語文｣に分けていた｡本稿の対象である呼びかけ語に
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よる一語文は､基本的に上の分類のうちの ｢現場依存一語文｣のなかに位置していると思われる｡尾



















ドラマ 回数 用例数 合計

















また､日本語の呼びかけ語は､i)固有名詞 (姓名によるもの):i)代名詞 :ih)親族名称 :iv)
敬名､地位名､称号 :V)感動詞などいろいろな表現形式がある｡







(5)奏 乃 :惇略の後ろで追いかけながらt 手嶋さん､幸崎さん､幸崎さ-ん
幸 崎 :1立ち止って､奏乃を振り返るl(花)･ .[単独構造 ･二回繰り返す]







構造 パターン 述語文と共起 非述語文と共起 一語文 計
単独 固有名詞 226 34 114 374
親族名詞 63 6 21 90
地位名称 13 4 6 23
人称名詞 23 2 0 25
感動詞Ⅰ 28 / 2 30
感動詞Ⅱ 8 1 3 12
複合 感Ⅰ十固 22 1 7 30
感Ⅰ+親 5 / 2 7
感Ⅰ+也 4 / 2 6
感Ⅰ十人 1 / / 1
感Ⅰ+感Ⅱ 1 / / 1
親+感Ⅰ+親 1 / / 1
計 395 48 157 600
















(7)美奈子 :版 された紅白鰻頭を手にとって見るl 紅白佳頭?
賢太郎 :うん｡
美奈子 l砂 ごゝにある紅白鰻頭を見ながらl どうするの?こんなに買い込んで
賢太郎.t愛子の顔に向うl 愛子 1愛子に紅白鰻頭を配らせようとする【
愛 子 11嫌な顔Iel 絶対に配らないから (花)
(8)真 弓 .そんなにウザイなら､誰かと､再婚させちゃえば?
愛 子 ･僕奈子に向って[ 美奈子さん 1
美奈子 : 2無理- (花)
(9)賢太郎 :(愛子に向かって)シュンイチ ナルミの携帯番号､教えろ




鳴 海 :tゆっくりと立って､幸崎に言うr 宇崎さん､やってO
愛 子 :えっ!? 件を振りながらl あっ!?い･･いや､わたし､そんな
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三 浦 :働 ましている顔でl 幸崎さん
愛 子 :1三浦の顔を見て､二歩前進んでI では､これからも､末永く､末永く､よろしく







字 崎 :1もう遅いから､あわててElの前にいる安奈の洋服にコーヒーをこぼすtあっ (花)
(12)角 田 :げっと外で酉島を待っていたが､来なくて､一人で店に入るI 失礼します｡
中 村 :1後ろに座っている従業員たちに振り返ってl おい.
みんな:席 を立って､こっち-向かうl
中 村 :Iみんなたった後､席を立つ｡角田にいう1 お待ちしておりました｡
角 田:は;じぎをするi
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[制止]
(14)賢太郎 お前はまだ-















愛 子 :jびくびくしながら‡ お父さん･






(13)～ (15)は先行文脈があるという点では (7)～ (12)と同じである｡だが､働きかけのし
















賢太郎 :に まかしに笑うt へへ- け オルを渡しながらl はいo
愛 子 :I渡されたタオルを軽視して龍の中から新しいタオルを取って下へ向うl
賢太郎 :ILようがなく､ため息をつくt 星王 ! (花)
(17)努 ,1小滝と出ていくところ､突然手を離して､後ろにいる愛子に向かって走りだすl










安 奈 :上階で三浦を呼ぶl 三連星 Ⅰ
三 浦 :あっ､はい ! I急いで安奈の居場所へ行くl(花)






(20)三 浦 :l賢太郎に向かってl お願い-します･p･ 憶識を失って倒れるr
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三 浦 :室長 】
鳴 海 :I酔っている愛子をおんぶして家に入るi
賢太郎 :優子を見て､びっくりする1 あっ･･.愛子 )






















三 浦 ■fびっくりするI 字崎さんのお父さん
房 江 :なら､どうしていらしたんですか? (花)
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三 浦 :ご馳走さまでした- 媚 る準備をするl
愛 子 :三浦さん

























金 山 :惇崎のそばで止まって､手を幸崎の肩にあてるr絶対やめないでよ､幸崎さん !











(28)字 崎 :悼)わててコーヒーを安奈の服にこぼすl あーつl
安 奈 :席 を立って､泣きそうな顔で字崎をにらむ【 宣堕 !
宇 崎 :I怖くて､目をつぶったまま暮 すみませんl(花)
[愚痴]
(29)愛 子 :三浦さんは､お父さんと話がしたいって｡
賢太郎 :倦 るl こっちは､話なんかしたくないんだO金輪際､2度と俺の前に姿を現すな 1
1言い過ぎたことに気づくl って､そう言っとけO
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3.2.3 第三者の行為 ･状態に対する認識を起因とする場合
[喜び]
(30)三 浦 :あれ? 挨拶をLに行くって､僕たちの交際を認めてくれたってことじゃない?
花 子 :1振り返って､三浦を見る[ 三浦さん･･
三 浦;書うれしそうにr 字崎さん 優子と抱き合おうとするl










愛 子 :1おこる暮 分かってないじゃん｡
美奈子 :おはよう｡
愛 子 :おはようございます｡ 壬美奈子に向かうl
美奈子 ●また､親子で漫才してんの?





















受け手的な呼びかけ一語文 TE芸…≡喜蔓憲 子蓋皇軍≡≡芋蓋諾 .+r……芋,JL､配.咲き｣
弱 (受け手性).(働きかけ性)
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